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先
日
ご
く
身
近

な
店
舗
に
車
が
突

っ
込
ん
だ
。
Ｔ
Ｖ

新
聞
等
ニ
ュ
ー
ス

に
な
る
か
と
思
っ

て
い
た
が
、
な
ら

な
か
っ
た
。
負
傷

者
が
出
な
か
っ
た
為
か
。
建
物

に
車
が
突
っ
込
む
映
像
を
Ｔ
Ｖ

等
で
見
る
事
は
あ
っ
た
が
、
や

は
り
身
近
な
出
来
事
で
も
あ
る

の
だ
。
何
が
原
因
だ
っ
た
か
。

ア
ク
セ
ル
？
ブ
レ
ー
キ
？
ギ

ア
？
い
ず
れ
に
し
て
も
間
違
え

た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
乗
用
車
が

大
型
ト
ラ
ッ
ク
と
接
触
し
た
弾

み
で
ト
ラ
ッ
ク
の
後
ろ
か
ら
来

た
別
の
乗
用
車
と
正
面
衝
突
し

両
者
に
負
傷
者
が
出
た
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
っ
た
。
何
が
原
因
か
分

か
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
処
、

中
央
線
に
寄
っ
て
走
る
車
を
見

か
け
る
。
寄
っ
た
車
同
士
が
す

れ
違
う
時
、
誤
っ
て
寄
り
過
ぎ

て
い
れ
ば
接
触
事
故
に
つ
な
が

る
だ
ろ
う
。
後
ろ
か
ら
見
て
ハ

ラ
ハ
ラ
す
る
す
れ
違
い
が
時
々

あ
る
。
試
し
に
自
分
で
も
中
央

線
に
沿
っ
て
走
っ
て
み
た
。
案

外
楽
な
の
で
あ
る
。
た
だ
何
と

な
く
注
意
不
足
に
な
る
感
が
あ

っ
た
。
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

事
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け

よ
う
。

氏
名
・
年
齢
・
所
属
政
党

・
マ
ル
は
当
選
回
数

一
、
職
業　

二
、
簡
単
な

経
歴　

三
、
趣
味　

四
、

町
政
に
対
す
る
姿
勢
や
抱

負

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
急
速
に
進
む
少
子
高

齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
問
題
の

中
、
若
い
人
達
へ
の
定
住
促
進
、

子
育
て
支
援
、
又
、
更
な
る
医

療
・
福
祉
の
充
実
を
図
る
と
共

に
子
ど
も
や
老
人
が
安
心
し
て

住
め
る
町
、
全
て
の
町
民
の
皆

さ
ん
が
健
康
で
明
る
く
、
暖
か

い
心
の
ふ
れ
あ
う
町
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
共
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。

有
坂　

辰
六　

64
歳

無
所
属　

②

一
、
会
社
役
員

二
、
南
佐
久
実
業
高
校
中
退

四
、
此
の
度
の
町
会
議
員
選
挙

井
上　

一
郎　

71
歳

無
所
属　

①

一
、
建
築
業

二
、
小
海
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　

小
海
町
消
防
団
分
団
長

　
　

親
沢
川
平
両
区
長

三
、
ゴ
ル
フ
、
ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞

四
、
こ
の
度
の
議
会
議
員
選
挙

に
お
き
ま
し
て
皆
々
様
方
の
暖

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
当

選
の
栄
位
を
い
た
だ
き
、
心
よ

で
は
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
、

二
期
目
の
当
選
が
出
来
ま
し
て

心
よ
り
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

立
会
い
演
説
会
及
び
選
挙
公

報
で
の
議
会
議
員
と
し
て
の
基

軸
に
基
づ
き
、
町
民
の
皆
様
の

思
い
を
町
政
に
反
映
す
べ
く
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

小
海
町
議
会
議
員
と
し
て
の

基
本
的
な
姿
勢
は
、
や
は
り
町

民
フ
ァ
ー
ス
ト
で
あ
り
小
海
町

の
為
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
為
に

議
会
活
動
を
行
う
こ
と
は
当
然

の
責
務
で
あ
り
ま
す
。
小
海
町

が
現
在
直
面
し
て
い
る
課
題
は
、

や
は
り
人
口
減
少
の
問
題
が
第

一
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
子
育
て
支
援
住
宅
や
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
宅
地
造

成
な
ど
の
施
策
は
継
続
的
に
行

な
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

又
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
政

策
イ
ン
タ
ー
誘
致
や
早
期
全
面

開
通
は
、
小
海
町
の
将
来
に
欠

か
せ
な
い
政
策
で
あ
り
ま
す
。

美
ノ
輪
荘
な
ど
介
護
士
不
足
に

関
し
て
は
人
口
減
少
問
題
と
併

せ
て
、
奨
学
金
制
度
の
早
期
導

入
も
急
務
で
あ
り
ま
す
。
不
断

に
湧
き
上
が
る
諸
課
題
に
対
し

て
町
民
益
を
最
優
先
と
し
、
こ

れ
か
ら
の
町
政
に
期
待
を
し
て

与
え
ら
れ
た
責
務
に
励
む
所
存

で
あ
り
ま
す
。

井
出　

幸
実　

69
歳

無
所
属　

①

一
、
農
業

二
、
南
佐
久
実
業
高
校
卒

　
　

小
海
町
総
務
課
長

　
　

佐
久
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
　

タ
ー
小
海
支
所
長

三
、
ス
ポ
ー
ツ

四
、
こ
の
度
の
町
議
会
議
員
一

般
選
挙
に
当
た
り
ま
し
て
皆
様

か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ

き
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
の
立
候
補
の
原
点
は
、
小

海
町
に
生
ま
れ
今
に
至
っ
て
い

ま
す
、
こ
の
間
の
感
謝
の
気
持

ち
を
小
海
町
に
そ
し
て
町
民
に

と
っ
て
今
何
が
必
要
な
の
か
を

町
政
に
提
言
し
た
い
と
い
う
思

い
で
す
。

　

私
は
次
の
よ
う
な
提
案
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
若
者
と
高
齢

者
が
共
に
住
み
や
す
く
生
活
で

き
る
町
づ
く
り
に
努
力
い
た
し

ま
す
。

一　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、

あ
た
た
か
な
社
会
人
と
し
て
送

り
出
せ
る
環
境
づ
く
り

二　

安
心
し
て
生
活
で
き
る
町

づ
く
り

　

子
ど
も
・
若
者
・
高
齢
者
が

共
に
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

　

高
齢
者
世
帯
の
不
安
の
解
消

三　

農
業
・
商
業
観
光
の
振
興

　

町
の
活
性
化
は
農
業
・
商
工

観
光
の
振
興
こ
そ
が
大
切
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

与
え
ら
れ
ま
し
た
任
期
四
年

間
を
一
生
懸
命
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

館
報
編
集
部
で
は
、
四
月
二
十
一
日
執
行
の
町
議
会
議
員
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
十
二

名
の
議
員
の
皆
さ
ん
に
、
町
政
に
対
す
る
姿
勢
や
抱
負
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

︵
当
選
順
︶

　

館
報
編
集
部
で
は
、
四
月
二
十
三
日
執
行
の
町
議
会
議
員
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
十
二

名
の
議
員
の
皆
さ
ん
に
、
町
政
に
対
す
る
姿
勢
や
抱
負
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

︵
当
選
順
︶

町
議
会
議
員
十
二
名
決
ま
る

　

行
政
と
共
に
町
の
発
展
を
託
す
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鷹
野　

弥
洲
年　

69
歳

無
所
属　

③

一
、
農
業

二
、
南
佐
久
実
業
高
校
卒

　
　

佐
久
総
合
病
院
事
務
長

　
　

小
海
町
議
会
議
長

　
　

小
海
町
消
防
団
長

　
　

南
佐
久
消
防
協
会
長

三
、
山
歩
き　

可
憐
な
高
嶺
の

花
に
魅
せ
ら
れ
、
毎
年
、
尾
瀬

の
木
道
を
歩
く
の
と
、
南
ア
ル

プ
ス
の
北
岳
周
辺
の
稜
線
を
歩

き
山
小
屋
で
ビ
ー
ル
を
飲
む
の

が
唯
一
の
生
き
甲
斐
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
普
段
の
無
愛
想

の
影
で
、
夕
刻
か
ら
は
お
猪
口

を
片
手
に
大
ヘ
ン
シ
ン
す
る
ジ

ジ
イ
で
す
。

四
、
こ
の
度
は
皆
様
か
ら
多
大

な
ご
支
援
を
賜
り
三
た
び
議
会

に
送
り
出
し
て
頂
き
ま
し
て
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
の
住
み
慣
れ
た

小
海
町
で
将
来
に
亘
っ
て
安
心

し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
医
療
福
祉
の
充
実
、

農
業
振
興
の
た
め
の
基
盤
整
備

や
観
光
振
興
な
ど
を
図
り
、
町

民
福
祉
の
向
上
や
町
の
発
展
の

た
め
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
産
物
の
大
都
市
へ

の
輸
送
路
、
商
工
観
光
振
興
、

救
急
搬
送
の
時
間
短
縮
な
ど
命

を
守
る
大
動
脈
で
あ
る
中
部
横

断
道
の
整
備
促
進
と
、
小
海
町

の
地
籍
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
を

整
備
す
る
よ
う
に
活
動
を
続
け
、

町
の
活
性
化
に
向
け
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

的
埜　

美
香
子　

47
歳

日
本
共
産
党　

③

一
、
農
業

二
、
南
九
州
大
学
園
芸
学
部
卒

　
　

民
生
文
教
常
任
委
員
長

　
　

中
学
校
組
合
議
会
議
員

三
、
料
理
、
和
太
鼓

四
、
こ
の
度
の
町
会
議
員
選
挙

で
は
皆
様
よ
り
多
大
な
ご
支
援

を
頂
き
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
公
約
実
現
に
向
け
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
期
八
年
間
、「
女
性
の
声

を
町
政
の
場
に
届
け
た
い
。」

の
思
い
で
、
高
齢
者
、
子
ど
も

達
な
ど
弱
い
立
場
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
す
る

た
め
、
女
性
の
目
線
で
身
近
な

暮
ら
し
の
問
題
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
今
の
国
の
政
治
は

「
弱
い
も
の
い
じ
め
、
強
い
者

を
守
る
。」
姿
勢
で
医
療
・
介

護
・
年
金
等
の
負
担
増
、
社
会

保
障
の
切
捨
て
で
益
々
国
民
の

暮
ら
し
が
大
変
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
暮
ら
し
と
福
祉
、
子

育
て
、
教
育
、
医
療
、
雇
用
と

営
業
、
農
業
、
環
境
を
守
る
政

治
を
進
め
る
為
、
引
き
続
き
頑

張
り
ま
す
。そ
し
て「
戦
争
法
」

「
共
謀
罪
」「
九
条
改
憲
」
等

平
和
の
問
題
へ
の
不
安
が
広
が

る
中
で
、
平
和
を
愛
し
守
る
母

親
の
立
場
か
ら
平
和
憲
法
を
守

る
為
に
頑
張
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

篠
原　

伸
男　

69
歳

無
所
属　

②

一
、
無
職

二
、
予
算
決
算
常
任
委
員
長

三
、
読
書
・
ス
ポ
ー
ツ

四
、
こ
の
度
の
町
議
会
議
員
選

挙
で
は
、
心
暖
か
い
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
議
会
議
員
に
は
二
つ
の

大
き
な
使
命
、
役
割
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
町
民
の
皆
様
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
町
に
伝
え
る
パ

イ
プ
と
し
て
の
役
割
。
も
う
一

つ
は
町
が
法
律
・
条
令
等
に
則

っ
て
町
民
の
皆
様
の
た
め
に
行

政
を
正
し
く
行
な
っ
て
い
る
か

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
使
命
。

　

私
は
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
次

の
四
点
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し

得
る
町
づ
く
り
に
全
力
を
注
ぎ

ま
す
。

㈠
地
域
で
見
守
る
子
育
て
と
老

い
て
も
買
物
も
外
出
も
心
配

し
な
い
安
心
な
町

　

即
ち
住
み
や
す
い
町

㈡
恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
と
日

本
の
原
風
景
で
リ
ピ
ー
タ
ー

あ
ふ
れ
る
町

　

即
ち
訪
れ
た
く
な
る
町

㈢
小
海
町
を
訪
れ
た
ら
小
海
町

の
人
の
温
も
り
と
や
さ
し
い

環
境
で
ず
ー
と
居
た
く
な
る

町

　

即
ち
住
み
た
く
な
る
町

㈣
小
海
高
校
を
守
る

小
池　

捨
吉　

73
歳

無
所
属　

①

一
、
会
社
員

二
、
南
佐
久
実
業
高
校
卒

　
　

国
鉄
・
新
津
組
勤
務

三
、
旅
行
・
家
庭
菜
園

四
、
新
人
議
員
と
し
て
今
迄
自

分
が
思
っ
て
い
た
事
と
現
実
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
の
整
合
性
を
取
り

組
み
な
が
ら
、
町
の
活
性
化
を

第
一
に
考
え
、
議
員
活
動
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
活
性
化
を
推

進
す
る
に
あ
た
り
、
町
が
主
催

す
る
二
十
数
余
の
委
員
会
を
盛

り
上
げ
、
活
発
な
討
議
、
討
論

を
行
な
い
、
活
性
化
の
第
一
歩

と
し
て
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

町
の
長
期
振
興
計
画
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
の
、

十
ヵ
年
計
画
も
平
成
三
十
一
年

度
を
も
っ
て
終
了
で
す
。
当
初

の
基
本
計
画
を
検
証
し
、
残
り

三
ヵ
年
で
達
成
で
き
る
よ
う
に

努
力
す
る
と
共
に
、
今
後
に
つ

い
て
は
次
期
長
期
振
興
計
画
に

反
映
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

高
校
に
つ
い
て
で
す
が
、
平
成

三
十
年
に
は
高
校
が
再
編
成
さ

れ
ま
す
。
小
海
高
校
が
こ
の
地

域
に
残
れ
る
よ
う
、
模
索
提
案

し
て
行
き
ま
す
。
最
後
に
、
中

部
横
断
自
動
車
道
の
早
期
着
工

に
向
け
た
取
り
組
み
と
、
高
齢

化
に
伴
う
買
物
弱
者
の
支
援
方

法
も
考
え
て
行
き
た
い
で
す
。

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
町
を
振
り

返
っ
た
時
、
小
海
町
に
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
づ

く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

新
津　

孝
徳　

64
歳

無
所
属　

③

一
、
自
営
業

二
、
南
佐
久
実
業
高
校
卒

三
、
ス
ポ
ー
ツ

　
　

地
図
を
見
る
事

四
、
町
政
発
展
、
町
民
全
体
が

希
望
を
持
て
る
町
づ
く
り
の
た

め
三
た
び
立
候
補
致
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
心
よ
り
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
福
祉
の
町
小

海
を
支
え
る
に
は
、
そ
れ
だ
け

の
人
口
が
必
要
で
あ
る
と
の
考

え
か
ら
若
い
人
達
に
町
内
に
残

っ
て
も
ら
う
よ
う
住
宅
政
策
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。「
子
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育
て
世
代
住
宅
取
得
助
成
制

度
」
は
好
評
で
町
内
の
あ
ち
こ

ち
に
住
宅
の
新
築
が
見
ら
れ
、

町
民
に
安
心
感
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
議
員
は
美
辞
麗
句
を
並
べ

る
の
で
は
な
く
具
体
的
な
政
策

提
案
が
肝
要
で
す
。
町
民
の
財

産
で
あ
る
森
林
の
整
備
、
木
材

の
利
用
促
進
、
県
の
森
林
税
を

利
用
し
て
町
民
益
を
上
げ
森
林

浴
等
環
境
整
備
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
す
。
町
の
駅
も
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
客

の
出
入
が
あ
り
町
商
店
街
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
観
光
客
を
町
に
と
ど
め
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
空
き
家
対
策
、

定
住
促
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
民
全
体
で
町
を
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
。

古
谷　

恒
晴　

66
歳

無
所
属　

①

一
、
農
業

二
、
日
本
大
学
商
学
部
卒

三
、
ス
ポ
ー
ツ　

音
楽

四
、
こ
の
度
の
選
挙
に
際
し
多

く
の
町
民
の
皆
様
よ
り
ご
支
援

を
頂
き
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

町
民
皆
様
の
声
を
町
政
に
反

映
す
べ
く
努
力
を
す
る
と
共
に

「
小
海
で
元
気
に
楽
し
く
暮
ら

す
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

し
、
今
で
き
る
こ
と
か
ら
ひ
と

つ
ず
つ
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

一
、
町
民
全
員
参
加
の
子
育
て

支
援
と
教
育
体
制
づ
く
り

○
子
育
支
援
事
業
へ
の
参
加
、

推
進

○
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
充
実

二
、
商
店
街
の
活
性
化

○
Ｐ
ネ
ッ
ト
商
品
券
の
活
用
利

便
性
の
拡
大

○
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連

携
の
推
進

三
、
住
み
や
す
い
小
海
町
づ
く

り

○
町
有
地
の
有
効
活
用

○
農
業
と
商
工
業
と
の
融
合

以
上
の
事
を
重
点
と
し
て
活
動

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
の

ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

篠
原　

義
從　

69
歳

無
所
属　

②

一
、
自
営
業

二
、
南
佐
久
実
業
高
校
卒

　
　

馬
流
総
区
長

　
　

杉
尾
水
利
組
合
長

四
、
こ
の
度
の
町
議
会
議
員
選

挙
に
対
し
皆
様
方
の
熱
い
ご
支

援
を
頂
き
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
私
の
議
員
活
動
の
目

標
は
四
年
前
の
立
候
補
時
と
志

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
馬
流
総
区

長
時
代
に
子
供
達
の
人
口
減
少

か
ら
北
牧
小
学
校
廃
校
と
い
う

悲
し
い
現
実
に
出
会
い
、
人
口

減
少
は
町
に
と
っ
て
最
も
重
要

な
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
案
で
あ
る
と
、
痛
切
に

感
じ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
小

海
町
に
現
在
住
ん
で
い
る
皆
さ

ん
に
は
こ
れ
か
ら
も
小
海
町
を

愛
し
続
け
て
頂
き
、
町
外
に
出

た
若
者
に
は
将
来
町
に
戻
っ
て

頂
き
た
い
。
ま
た
小
海
町
に
移

り
住
ん
で
み
た
い
と
考
え
る
全

国
の
皆
さ
ん
が
一
人
で
も
二
人

で
も
増
え
る
よ
う
行
政
も
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
の
施
策
を
考
え
、

実
行
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
我
々
議
員

も
一
層
の
行
動
、
努
力
を
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

当
然
の
事
で
あ
り
ま
す
。

　

四
年
間
の
経
験
を
活
か
し
、

汗
を
か
か
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

実
行
し
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
。

渡
辺　

均　
　

68
歳

無
所
属　

①

一
、
自
営
業

四
、
私
の
議
員
活
動

　

改
め
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
支
援
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
先

ず
は
選
挙
公
約
に
掲
げ
、
立
ち

合
い
演
説
会
で
述
べ
た
産
業
振

興
と
小
海
高
校
の
存
続
を
柱
に
、

教
育
の
刷
新
に
よ
る
町
づ
く
り

の
道
筋
を
立
て
る
こ
と
に
尽
力

し
ま
す
。

　

産
業
振
興
で
は
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

稼
ぎ
に
つ
な
が
る
地
場
産
業
の

育
成
に
取
り
組
み
、
収
益
の
上

が
る
商
売
の
仕
組
み
を
提
案
し
、

実
践
し
、
結
果
を
示
し
つ
つ
、

こ
れ
を
進
め
る
た
め
に
ど
の
様

な
行
政
支
援
が
必
要
か
、
そ
れ

を
考
え
、
町
・
行
政
に
提
案
し
、

必
要
な
予
算
を
確
保
し
ま
す
。

そ
の
第
一
歩
は
改
修
さ
れ
た
プ

チ
マ
ル
シ
ェ
の
収
益
ア
ッ
プ
で

す
。

　

予
算
は
限
ら
れ
て
お
り
、
各

種
事
業
を
費
用
対
効
果
の
側
面

か
ら
精
査
し
、
見
直
す
中
か
ら

捻
出
し
ま
す
。
様
々
な
事
業
が

ど
の
様
に
町
の
活
性
化
に
貢
献

し
て
い
る
か
、
そ
の
効
果
を
見

極
め
、
実
効
性
の
高
い
予
算
の

執
行
を
見
届
け
ま
す
。

　

町
づ
く
り
は
、
想
像
性
と
創

造
性
が
必
要
で
す
。
一
人
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
一
緒

に
お
願
い
し
ま
す
。

井
出　

薫　

66
歳

日
本
共
産
党　

⑥

一
、
自
営
業

二
、
南
佐
久
実
業
高
校
卒

　
　

議
会
運
営
委
員
長

三
、
旅
、
ゴ
ル
フ

四
、
こ
の
度
の
町
会
議
員
選
挙

で
は
心
温
ま
る
ご
支
援
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
、
平
和
と
安
全
、
軍
用
機
の

低
空
飛
行
、
原
発
再
稼
働
、
社

会
保
障
大
改
悪
の
企
て
な
ど
私

た
ち
の
生
活
と
将
来
が
ど
う
な

っ
て
し
ま
う
の
か
不
安
を
抱
え

て
い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
う
し
た
時
だ
か
ら
こ
そ
、

国
保
税
・
介
護
保
険
料
の
値
下

げ
、
保
育
料
・
学
校
給
食
費
の

無
料
化
な
ど
住
民
負
担
の
軽
減

で
く
ら
し
を
応
援
、
森
林
資
源

を
活
か
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
、
地
域
資

源
を
活
か
し
た
様
々
な
仕
事
づ

く
り
を
（
仮
称
）
一
〇
〇
人
委

員
会
（
大
勢
の
皆
さ
ん
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
き
自
由
に
話
し
合

う
場
所
）
で
提
案
し
て
い
た
だ

く
、
真
に
住
民
参
加
の
町
づ
く

り
で
、
活
性
化
を
進
め
る
。
な

ど
「
国
の
住
民
を
苦
し
め
る
政

治
か
ら
、
暮
ら
し
を
守
る
小
海

町
に
」
の
実
現
へ
「
暮
ら
し
の

声
を
町
政
に
」
を
基
本
と
し
て

大
い
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
一
層
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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し
た
。
冬
は
朝
か
ら
ス
ケ
ー
ト

の
練
習
、
そ
し
て
授
業
で
も
又

練
習
。
下
校
し
て
も
練
習
・
・

と
ス
ケ
ー
ト
を
す
る
た
め
に
学

校
へ
行
っ
て
い
た
感
じ
で
し
た
。

当
時
の
暖
房
は
石
炭
を
使
っ
た

だ
る
ま
ス
ト
ー
ブ
で
し
た
。
そ

の
石
炭
を
上
級
生
と
取
合
い
を

し
た
り
、
投
げ
っ
こ
を
し
て
遊

ん
だ
り
し
て
は
先
生
に
叱
ら
れ

る
と
い
う
の
を
繰
返
し
・
・
と

い
う
事
が
ス
ケ
ー
ト
の
事
よ
り

　

私
は
小
海
町
松
原
で
生
ま
れ

育
ち
五
十
四
年
に
な
り
ま
す
。

　

小
学
校
は
四
年
生
ま
で
当
時

あ
っ
た
松
原
分
校
で
過
ご
し
ま

も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。（
笑
）

そ
の
時
の
石
炭
を
投
げ
る
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
割
と
良
か
っ
た
の

で
本
当
は
野
球
も
し
た
か
っ
た

と
い
う
の
が
子
供
時
代
で
し
た
。

そ
れ
で
も
ス
ケ
ー
ト
は
高
校
に

行
っ
て
も
続
け
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
今
現
在
に
な
っ
て
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
は
消
防
団

に
入
っ
た
時
に
ゴ
ル
フ
を
始
め

ま
し
た
。
消
防
団
で
は
分
団
長

ま
で
務
め
さ
せ
て
頂
き
、
昨
年

歴
代
幹
部
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で

二
年
連
続
優
勝
し
、
密
か
に
三

連
覇
を
目
指
し
た
い
と
目
標
に

し
て
い
ま
す
。（
笑
）
そ
れ
は

さ
て
お
き
ま
し
て
、
本
業
は
大

工
を
し
て
お
り
ま
す
。
松
原
高

原
の
入
口
の
道
路
沿
い
に
木
彫

り
の
看
板
を
出
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
こ
に
は
私
の
似
顔
絵
が

彫
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も

似
て
い
る
と
い
う
お
声
を
よ
く

頂
く
の
で
通
り
か
か
っ
た
際
は

こ
の
写
真
の
顔
と
見
比
べ
て
み

て
下
さ
い
。（
笑
）

○
体
育
行
事

　

茨
城
県
大
洗
町
熟
年
野
球

　
　

7
月
15
日
㈯
～
16
日
㈰

　

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

　

上
田
市
太
郎
山

　
　

7
月
23
日
㈰

○
音
楽
堂
コ
ン
サ
ー
ト

　

劉　

鉄
鋼

　

二
胡
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

6
月
18
日
㈰

　

田
中　

健

　

ケ
ー
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

7
月
2
日
㈰

○
そ
の
他
教
室
等

　

地
学
講
座

　

第
2
回

　

東
馬
流
周
辺
野
外
観
察

　
　

6
月
24
日
㈯

　

木
目
込
み
人
形
教
室

　
　

6
月
12
日
㈪
・
26
日
㈪

　
　

7
月
10
日
㈪
・
24
日
㈪

　

手
芸
教
室

　
　

6
月
17
日
㈯

　
　

平
日
参
加
で
き
な
い
方
は

　
　

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い

○
移
動
図
書

　

6
月
6
日
㈫
・
20
日
㈫

　

7
月
4
日
㈫
・
18
日
㈫

松
原

　畠
山
信
彦

（180）

○
「
小
海
町
観
光
写
真
展
」

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

入
選
作
品
展
示

　

6
月
3
日
㈯
～
7
月
2
日
㈰

○
第
13
回
ほ
ほ
笑
み
展

　

7
月
8
日
㈯
～
8
月
6
日
㈰

　

プ
ロ
ア
マ
の
壁
を
越
え
た
、

絵
画
・
工
芸
・
写
真
な
ど
の

合
同
作
品
展
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

予
定

松
原
湖
観
光
案
内
所

　

電
話　

93
ー
2
0
0
5

　
　
　
　
　
　
　

水
曜
日
休
館

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
」

か
ら
の

お
知
ら
せ

小海町議会議員一般選挙結果
平成29年 4 月23日執行

６
月
・
７
月
の
生
涯
学
習
事
業

当日の有権者数

1,954

2,154

4,108

投票者

1,566

1,663

3,229

棄権者

388

491

879

投票率（%）

80.14

77.21

78.60

男

女

計

得票数

360

329

301.25

290

256

250

231

228

217

202

196

180.75

126

017

氏　名

井 上 一 郎

有 坂 辰 六

井 出 幸 実

鷹野弥洲年

的埜美香子

篠 原 伸 男

小 池 捨 吉

新 津 孝 徳

古 谷 恒 晴

篠 原 義 從

渡 辺 　 均

井 出 　 薫

篠 原 憲 雄

宮 　 昭 雄

男

男

男

男

女

男

男

男

男

男

男

男

男

男

性
別 党派別

無 所 属

無 所 属

無 所 属

無 所 属

日本共産党

無 所 属

無 所 属

無 所 属

無 所 属

無 所 属

無 所 属

日本共産党

無 所 属

無 所 属

職　業

建築業

会社役員

農　業

農　業

農　業

無　職

会社員

自営業

農　業

自営業

自営業

自営業

農　業

自営業

地　区

親 　 沢

大 　 畑

鎰 　 掛

松 　 原

宿 　 渡

馬流高根町

八 那 池

親 　 沢

土村南町

馬流高根町

松 　 原

箕 　 輪

本 間 川

松 　 原

サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
が
見
頃
に
な
り
ま
す

　

今
年
は
6
月
10
日
以
降
か
ら
松
原
湖
高
原
の
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ

ン
ツ
ツ
ジ
が
見
頃
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
最

終
日
の
五
月
七
日
、
第
五
十
二

回
小
海
町
少
年
球
技
大
会
が
、

町
内
三
会
場
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

総
合
セ
ン
タ
ー
室
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
で
は
小
学
校
低
学
年

に
よ
る
ス
ー
パ
ー
ホ
ッ
ケ
ー
の

部
、
北
牧
楽
集
館
体
育
館
で
は
、

小
学
校
高
学
年
に
よ
る
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
の
部
、
中
学
校
体
育
館

で
は
中
学
生
に
よ
る
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
部
が
行
わ
れ
、
ど

の
会
場
で
も
子
供
達
の
活
躍
や

大
き
な
歓
声
が
あ
り
、
充
実
し

た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
最
終

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

︽
小
学
校
の
部
︾

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
部

優　

勝　

第
1
・
2
分
館
Ｂ

準
優
勝　

第
7
・
8
・
9
分
館

第
三
位　

第
5
・
10
分
館

第
四
位　

第
1
・
2
分
館
Ａ

ス
ー
パ
ー
ホ
ッ
ケ
ー
の
部

優　

勝　

第
6
分
館
Ａ

準
優
勝　

第
3
・
4
分
館
Ｂ

第
三
位　

第
1
・
2
分
館
Ａ

第
四
位　

第
7
・
8
・
9
分
館
Ａ

︽
中
学
校
の
部
︾

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部

優　

勝　

第
5
・
10
分
館
Ａ

準
優
勝　

第
1
・
2
分
館
Ｂ

第
三
位　

第
5
・
10
分
館
Ｂ

第
四
位　

第
7
・
8
・
9
分
館
Ｂ

第52回
少年球技大会

ドッジボールで優勝した第 1・2分館Ｂ

バスケットで優勝した第 5・10分館Ａ

チャレンジデー２０１７ 
参加者 ２,０２２人　参加率 ４２.５％

　日常的なスポーツの習慣化に向けたきっかけづくりや
住民の健康づくりを目的としたチャレンジデー2017が
5月31日に開催され、町内の事業所、学校、各種団体、
個人の方など多くの皆さんに参加していただきました。
　昨年に続く開催で、今回は北海道知内町との対戦とな
りました。当日は午前6時30分からの開会式、ラジオ体
操を皮切りに、ウォーキング、ゲートボール・マレット
ゴルフ大会、歴史講座、バレーボール、サッカー、バス
ケットボール等の団体による活動が行われました。
　結果は昨年を下回りましたが、このイベントを機会に
健康づくりに取り組んでいただきたいと思います。
　参加された皆さんありがとうございました。

　対戦した知内町は函館市の南に位
置し、人口4,582人で歌手の北島三
郎さんの出身地です。
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四
月
二
十
九
日
松
本
市
の
松

本
平
広
域
公
園
陸
上
競
技
場
に

お
い
て
、
第
十
三
回
長
野
県
市

町
村
対
抗
小
学
生
駅
伝
競
走
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
海
町
は
、
五
、
六
年
生
男

女
四
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
も

恵
ま
れ
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
四
区
間
六
・
一
㎞
で
行

わ
れ
、
一
緒
に
練
習
し
て
き
た

仲
間
や
付
き
添
い
の
保
護
者
の

方
や
先
生
・
コ
ー
チ
が
ス
タ
ン

ド
や
コ
ー
ス
沿
道
か
ら
声
援
を

送
る
中
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
、

懸
命
に
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
ゴ

ー
ル
を
目
指
し
て
コ
ー
ス
を
走

り
ま
し
た
。

　

小
海
町
の
順

位
は
全
六
十
二

チ
ー
ム
中
二
十

四
位
と
な
り
、

第
九
回
大
会
の

二
十
三
位
に
次

ぐ
順
位
と
な
り
、

記
録
共
に
昨
年

を
大
き
く
上
回

り
ま
し
た
。

　

今
年
出
場
で

き
な
か
っ
た
選

手
や
後
輩
の
皆

さ
ん
に
は
今
年

以
上
の
成
績
が

残
せ
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い

ま
す
。

第
十
三
回
県
市
町
村
対
抗
小
学
生
駅
伝

歴
代
二
番
目
の
好
順
位

　

町
民
の
健
康
と
体
力
向
上
を

目
指
し
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
小
海
町
町
民
ゴ
ル
フ
大

会
が
五
月
二
十
一
日
小
海
リ
エ

ッ
ク
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
一
二
一
名
の
多
く
の
参

加
者
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
第
二
十
八
回
目
の
大
会

と
な
り
、
当
日
は
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
真
夏
を
思
わ
せ
る
様
な

陽
気
の
中
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
が
爽
や
か
な
高
原
の
風
を
受

け
て
プ
レ
ー
を
楽
し
む
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
今
大
会
も
昨

年
以
上
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
頂
き
大
会
を
盛
り
上
げ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

女
性
の
参
加
者
も
九
名
と
多

く
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ネ
ッ
ト
の
部

優　

勝　

古
清
水　

麿　

70

準
優
勝　

井
出　

正
一　

71

第
三
位　

篠
原　

邦
富　

71.2

第
四
位　

黒
澤　

和
彦　

72

第
五
位　

杉
山　

和
彦　

72

日
差
し
が
若
葉
に
映

え
、
爽
や
か
な
高
原

の
中
、
参
加
者
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
気
持
ち

良
く
プ
レ
ー
を
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

新
緑
に
包
ま
れ
た
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
か

ら
は
、
時
折
木
々
の

間
か
ら
響
き
渡
る
鳥

の
鳴
き
声
を
聞
き
な

が
ら
プ
レ
ー
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ル
イ

　

五
月
三
十
一
日
第

二
十
一
回
町
民
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が

松
原
高
原
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
昨
年
を
上

回
る
二
十
一
名
の
方

が
参
加
さ
れ
、
昨
年

と
同
様
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
」
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
と
な
り
ま
し

た
。

　

五
月
晴
れ
の
中
、

男
子
グ
ロ
ス
の
部　

優　

勝　

小
池　

正
幸　

73

準
優
勝　

宮
沢　

修
次　

77

第
三
位　

黒
澤　

一
幸　

80

シ
ニ
ア
の
部

優　

勝　

新
津
林
一
郎　

78

準
優
勝　

新
津　

勝
則　

82

第
三
位　

加
藤　

宏
人　

83

女
子
グ
ロ
ス
の
部

優　

勝　

新
津　

澄
子　

81

準
優
勝　

井
上　

真
弓　

98

第
三
位　

篠
原
ま
り
子　

100

ン
ワ
ン
を
五
名
の
方
が
達
成
し
、

そ
の
内
一
名
は
二
回
達
成
す
る

な
ど
、
コ
ー
ス
で
は
そ
の
度
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
年
配

の
方
が
多
い
中
、
皆
さ
ん
は
つ

ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
で
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

優　

勝　

柳
沢　

知　
　

115

準
優
勝　

柳
沢　

利
昌　

120

第
三
位　

井
出　

光
子　

130

第
二
十
八
回 

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

古
清
水 

麿 

さ
ん 

優
勝

第21回町民マレットゴルフ大会
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み ん な の 楽 集 館

　5月27日、今年度最初となる地学講座が開催されました。
　当日は、本村出身の土橋継夫さんを講師に、「小海町中
心部は不思議が一杯」というタイトルで、土村地区の野外
観察を行ないました。
　最初に土村南町のちびっこ広場を基点に、千曲川を挟ん
だ東西の地形の成り立ち等の講義を受けた後、参加者の皆
さんは、小海大橋、小海小学校、土村旭町、土村大橋を廻
り、土橋さん作成の資料を見ながら、その所々の地形の成
り立ちや魅力についての講義を受けました。三時間程の野
外観察会でしたが、参加された皆さんは普段何気なく見て
いる地形の不思議を再発見していました。
　次回は6月24日㈯に東馬流地区で野外観察会が開催され
ます。地学に興味のある方はご参加下さい。

　北牧楽集館では、春から初夏にかけて多くの花が咲
きます。
　4月は早咲きのチューリップに始まり桜が咲き誇り、
5月には色鮮やかなツツジ、サラサドウダンツツジ、
アヤメが咲いています。また、チューリップの咲いた
後の花壇にはサルビア、マリーゴールドが植えられ、
来館される皆さんを出迎えています。
　来館された際は、ちょっと前庭を散策してはいかが
ですか。

　北牧楽集館の2階
にはレンタルルーム
（小）が3部屋あり
ます。
　部屋の広さは全て
約30㎡で、暖房機
器が備え付けられて
います。使用料金は月々1万5千円（冬期間2万4千
円）となります。
　学習塾、外国語教室、各種団体の事務所等にご活用
してみてはいかがですか。

お 知 ら せ
　町図書館に所蔵されていない本を県立図書
館他県内市町村の公立図書館から借りること
ができます。
　借りるための経費は無料ですので、図書館
窓口にお問い合わせ下さい。

●朗読ボランティアの皆さんによるお話会
　6月17日㈯　午前10時より

地学講座 小海町の地形の不思議再発見

北牧楽集館には花が一杯レンタルルームをご活用下さい

今月の図書館
■楽しいだけで世界一！　林　映寿
小布施の浄光寺副住職が始めたスラックライン
（綱渡り）部や、寺子屋活動を紹介。大人の本気
が周囲を巻き込み、喜びと楽しさの循環を生みだ
す「喜楽力」にワクワクする一冊です。

■美篶堂とはじめる本の修理と仕立て直し 
「大切な本を自分で直せたら」と思ったことはあ
りませんか？修理の基本や自分流の仕立て直しア
イデアを、豊富な写真で分かり易く教えてくれま
す。本と長く付き合う技をぜひ磨きましょう。

新刊ピックアップ

・小海町囲碁クラブ　代表者　小山育郎
・白樺句会　毎月第3月曜日午後
・半棒術健康法　毎月第2火曜日夜

公民館登録グループ一覧
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ふるさと再発見　〜田植え〜 小海のお宝100選 55
茂
も

　来
らい

　山
さん

　佐久穂町との境にある標高1,718mの山です。親沢
から林道を経て登ることができます。山頂からの展望
は良く、佐久平や八ヶ岳を始め、遠く南・北アルプス、
富士山、群馬県前橋市を一望でき360°の大パノラマ
が楽しめます。毎年
元旦には地元親沢の
皆さんをはじめ佐久
穂町方面から大勢の
皆さんが御来光を拝
みに元旦登山を行な
っています。小海小
学校では 2 年に一度、
3 ・ 4 年生が茂来山
登山を行なっていま
す。

馬
流
駅

小
海
駅

松
原
湖
駅

　5月の爽やかな風が吹く中5月14日、町音楽堂
「ヤルヴィホール」において、本年度最初となる
「山本有紗・中村有里　湖畔で聴くサクソフォーン
とピアノのハーモニー」コンサートが開催されまし
た。
　山本有紗さんと中村有里さんは、国立音楽大学の
同期生の間柄です。
　ホールには、若いお二人による躍動感あふれるピ
アノとサクソフォーンの演奏が響きわたりました。
　また、コンサートの途中では、山本さんから誕生
日がショパンと同じで大変愛着があるというお話や
中村さんから普段私達が見慣れているのはアルトサ
クソフォーンで形が異なるソプラノサクソフォーンの演奏もしていただきました。
　音楽堂では今後、二胡、ケーナ、ピアノ、ジャズ、10月には舘野泉さんによるピアノリサイタルが開催され
ますので、素晴らしい演奏をぜひ、お聴き下さい。

町 音楽堂ヤルヴィホール サクソフォーンとピアノコンサート開催

　佐久地方でも早い所では５月の連休明け頃から田植
えが行なわれます。
　今では機械化が進み、多くの農家では田植え機で田
植えが行なわれており、手植えは植え直しか、苗代を
作った後にする位で、ほとんど見かけなくなりました。
　今から40年程前まで
は機械化もあまり進んで
おらず、お米も多く作ら
れていましたので、当時、
小学校では、田植え休み
があり、子供達も大人と
一緒に田植えをしたり、
苗を運んで農作業の手伝
いをしました。
　機械植えが進む中、小
学校では近くの水田を借
りて田植えから稲刈りま
で行い、お米作りの経験
をしています。
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共育の広場共育の広場
教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …６月号…
Vol.22

共育の広場

◇今年度7つの児童委員会がスタートしています。代表委員会・保健委員会
・給食委員会・放送委員会・清掃環境委員会・図書委員会・ボランティア委
員会の7つです。高学年になると自分たちの生活を自分たちで良くしていく
ために、また全校が気持ちよく過ごせるために各委員会で協力しながら企画
運営していきます。その委員会の一つ清掃環境委員会で「掃除ってどうして
するの？」と子どもから疑問が投げかけられたそうです。それに対し委員会
で「そうじをするわけ」について話し合い、その内容を全校の前で発表しま
した。『たくさん遊んでいる体育館への感謝の気持ち』『おいしい給食をいただくランチルームをきれいにする感謝の

気持ち』『毎日使う校舎を大切に』・・・などが発表され、ありがとうを合い言葉に毎日
の清掃をがんばることが確認されました。◇かつての箒・雑巾を使う掃除から自動掃除機
が知らぬ間に掃除を終わらせてくれる時代の変化をふまえつつ、掃除をすることで自分た
ちの生活がより良くなり、誰かのために役に立っているそんな気持ちを育てていきたいと
考えます。◇毎年年度末にたくさんの雑巾を寄贈していただき感謝です。その雑巾を大切
に使わせていただきながら心を磨く清掃にしていきたいと思います。

　4月20日㈮の6時間目に、平成29年度第1回生徒総会が行われました。3年生にとっては、11日から13日まで修学旅
行があり、忙しい日程でしたが、本年度の方向を提案することができました。
　本部からは「駅清掃ボランティア」や「アルミ缶収集」など提案され、その後代議員会また校風安全、美化、保健、
体育応援、学芸放送、新聞、図書、給食の各委員会からも計画案が提案されました。質疑・応答の後、全校生徒により
承認されました。生徒会スローガン『結束〜163の個性』のもと、全校で創り上げた平成29年度計画がいよいよ実行
されます。地域の皆様と連携して行う活動もあり、協力していただく場面もあるかと思います。保護者や地域の皆様の
ご理解、ご支援を宜しくお願いいたします。
【生活記録より】◇生徒総会がありました。3年生が各委員会ごとに
今年の計画などを発表していました。全校の前で堂々と発表している
3年生の姿を見て、とてもすごいなぁ〜と思いました。来年度は僕た
ちが同じことをやるので、そう思うと、とても緊張します。◇6時間
目に生徒総会がありました。初めて3年生が行った生徒総会よりもか
なりスムーズに行っていました。私たちも2年の後半からあのような
活動をするのかと考えた時、できるかな？と思いました。部活でも学
校生活でもそうですが、やっぱり3年生はスゴいな！と改めて感じま
した。3年生に近づけるように頑張りたいです。

小海小学校 〜ありがとう清掃〜　寄贈雑巾で学校をきれいにし心を磨きます

小海中学校 生徒会活動 第1回生徒総会で29年度計画案が承認されました

今! 小海高校 平成29年度入学生86名「龍
り ん

膽
ど う

飛
ひ

翔
しょう

」を目指します
　4月6日に挙行された入学式にて86名（男子46名、女子40名）の新
入生を迎えました。来賓の方々の激励に真剣に聞き入る横顔からは、入
学の決意がうかがわれました。
　ところで、本校の体育館前には、「龍膽飛翔(りんどうひしょう)」と
いう文字の刻まれた石碑があります。これは昭和62年に創立80周年を
記念して建立されたもので、裏側には南佐久実業高校時代の女子スケー
トインターハイ9連覇（昭和31〜39年）の栄誉が讃えられています。
この「龍膽飛翔」の四文字には、校章に刻まれている「リンドウ」の花
が漢字で書くと「龍膽」となることから、「膽＝胆(きも)」をすえて勇

気をふるわせ、「龍」のように勇ましく大空高く「飛翔」してほしい、という願いが込められています。
　まだあどけなさの残る86名が、どれほどたくましい顔つきで33年後を迎えてくれるのだろうかと楽しみでもあり、
また、気の引きしまる思いでもあります。諸先輩に負けず劣らず大きく羽ばたくための努力を積み重ねていけるよう、
全力でサポートしていく所存です。保護者の皆様、地域の皆様からの変わらぬ温かいご支援を、今後とも宜しくお願い
いたします。
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教育委員会情報　4月・5月

●4月教育委員会（平成29年4月25日開催）
　議案 1　平成29年度教育計画について
　　　　　　平成29年度の教育計画を決定しました。
　議案 2　後援依頼について
　　　　　　 1件後援依頼について承諾しました。

●4月中学校組合教育委員会（平成29年4月25日開催）
　議案 1　平成28年度教育評価について
　　　　　　平成28年度の教育評価を行いました。
　協議 1　平成29年度教育委員会運営、学校運営に

ついて
　　　　　　平成29年度の教育委員会運営について	

　協議しました。

●5月臨時教育委員会（平成29年5月9日開催）
　議案 1　職務代理者の選任について
　　　　　　鷹野智恵氏を選任しました。

●5月教育委員会（平成29年5月23日開催）
　議案 1　就学援助費の支給について
　　　　　　 9件の認定を行いました。
　議案 2　高原美術館協議会委員の委嘱について
　　　　　　10人の委嘱について承認しました。
　議案 3　後援依頼について
　　　　　　 3件後援依頼について承諾しました。

●5月中学校組合教育委員会（平成29年5月23日開催）
　議案 1　就学援助費の支給について
　　　　　　 4件の認定を行いました。
　協議 1　総合教育会議について
　　　　　　総合教育会議について協議しました。

お詫び　前号（第495号）において、公民館長の選
任について、小池和利氏と掲載してしまい
ました。正しくは、井出和利氏です。訂正
しお詫びを申し上げます。

　こんにちは、この4月より小海中学校にお世話にな
っております。自宅は佐久市の田口で前任校は上高井
郡高山村立高山中学校で、坪井校長先生の出身が高山
村で、ご縁を感じました。小海中学校は初めてですが、
南佐久では以前川上中学校でお世話になり、小海中学
校で2校目となります。小学校高学年の時スケートク
ラブに入っており、休日にバスで松原湖や立岩湖に練
習や大会で来させていただいたことを今でも覚えてい
ます。現在も小海町や南北相木村では、夏にサイクリ
ングやキャンプ、魚釣り、登山、冬にスキー等で毎年
お世話になっています。
　本年度、小海中学校は全校生徒163名、職員28名、
計191名でスタートしました。学校目標である「自学
自習　思いやりの心」そして目標の校長先生の願いで
ある「我らが小海、我が小海」の具現に向け、豊かな
人間関係を築きながら、精一杯取り組む気持ちでおり
ます。
　4月から教育委員会をはじめ、保護者・ＰＴＡの皆
様、ボランティアの皆様、民生児童委員の皆様等にお
会いし、中学校の為にご尽力いただく姿に、本当に感
謝の気持ちでいっぱいであります。皆様の地域や学校
を、大切にする思いに負けぬよう頑張る覚悟でありま
す。ご指導、ご支援よろしくお願いいたします。

熱 い 共 育 人
小海中学校

教頭
中條　覚

vol.20

教育支援アドバイザー研修スタート
　今年度から、次世代の教育に向けた指導、授業改善
を推進していくため、教育支援アドバイザーに信州大
学の茅野教授を特別講師に迎え、小中学校の教職員を
対象とした研修会がスタートしました。第1回目の5
月16日は、算数、数学を例に、学びの質、深い学び、
求められる力の育成について、研修しました。

中学校組合総合教育会議開催
　中学校組合の総合教育会議が5月24日に行われまし
た。教育行政を担う教育委員会と組合長（町長）、副
組合長（北相木村長、南相木村長）と密接な連携と図
り、組合立小海中学校のよりよい発展を目指すため
27年度から開催されています。中学校教育のさらな
る充実に向けて、将来の学校づくり、地域を担う人材
づくり等について意見交換が行われました。

小海小、小海中学校の先生28名参加し研修

平成28年度教育報告、平成29年度教育計画、教育課題、将来の
学校づくり等について、意見交換を行いました。
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　本年は、民生委員制度創設100周年という大きな節目の年を迎えました。民生委員は、常に住民に寄
り添い、その見守り役や相談役となって、町民のみなさんの安心安全のための活動を行ってきました。
「身近な相談役」と呼ばれるように、活動の基本に相談活動があります。相談事項がありましたら、お
近くの民生委員さんまでお知らせ下さい。又、福祉サービスを利用するためのお手伝いなど、役場との
連絡役としても活動しております。　
　毎年 5 月12日を「民生委員・児童委員の日」と定め、全国23万人の民生児童委員が活動し、小海町で
は、 5 月10日㈬小海保育園にて、畑づくりやテント張り等の施設管理のお手伝いを行い、年長児のみな
さんと一緒に温かな昼食をいただき作業を終了いたしました。

5月12日は民生委員・児童委員の日
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町税等の納期のお知らせ　平成29年6月～8月の納期は下記のとおりです

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。
※26日が土日・祝日の場合は翌平日に振替えます。
また、窓口納付の方につきましては、納期限は各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、便利な口座振替のご利用をおすすめします。
納税が遅れますと督促状が送られ、督促手数料が発生しますので、必ず納期限内に納税をお願いいたします。

口座振替日

　6　月26日㈪

　7　月26日㈬

　8　月28日㈪

町県民税 固定資産税 国民健康保険税 介護保険料 後期高齢者
医療保険料

１期

２期

２期 １期

２期

１期

２期

１期

２期

訂
正
と
お
詫
び

　

前
号
で
誤
っ
た
誕
生
月
を
載

せ
た
た
め
左
記
の
通
り
訂
正
し

て
お
詫
び
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し
ま
す
。

お
誕
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お
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で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

十
二
月

井
出　

結ゆ

月づ
き　

章
太
郎　
東
馬
流

一
月

鷹
野　

珊さ
ん

瑚ご　

長
生　
　

松
原

黒
澤　

彩あ
や

乃の　

健
太　
　
土
村
南
町

　小海町役場では「クールビズ」を5月10日から9月30日ま
で実施いたします。職員がノーネクタイ・ノージャケットな
どの軽装での勤務となります。皆様のご理解とご協力をよろ
しくお願い申し上げます。

クールビズを実施いたします

小海町には空き店舗が多く見受けられる。本屋、カメラ屋、時計屋など復活してほしい。

商店街の空き店舗対策としましては、小海町店舗新築等助成事業による支援や町、小海町商工会による
創業支援相談などがあります。
商店街の活性化に向け、経営者の皆さんや商工会と連携しながら施策を行ってまいります。

町政ご意見箱　4月分
産
業
建
設
課

回　答

ご意見

防災行政無線放送についてのお知らせ
　防災行政無線放送は朝６時１５分、昼１２時２０分、夜７時４５分に屋内放送で流れま
す。また、緊急放送、臨時放送につきましても屋内放送でお知らせします。（必要に応じ
て屋外放送でもお知らせします。）
　防災行政無線放送は電波により行っています。電波状況によっては受信がうまくいかず、
放送が流れない、雑音が入って聞き取りづらいということが発生します。この場合、すぐ
に通常の状態に戻る場合もありますが、受信状況が悪い状態が続く場合は総務課総務係ま
でご連絡ください。（電話 ９２－２５２５）
　屋外放送につきましては毎日、昼１２時に時報のチャイム、夕方４時５０分に『ゆうや
けこやけ』のチャイムが流れますのでご承知おきください。
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すこやかBOXすこやかBOX6月の第1週目は歯と口の健康週間です!
ふだん忘れがちな「歯とお口」について少し考えてみませんか？

＊歯を失う原因は「むし歯」と「歯周病」

8020推進事業団の調査によると歯を失う原因の74％がむし歯と歯周病です。

＊年1～2回は歯科検診を受けましょう！

一生付き合っていく「歯」を守るためには定期的な歯科検
診が欠かせません。
歯科検診では、むし歯や歯周病のチェック、歯石（歯垢が
石灰化したもので歯周病菌の温床）の除去などができます。
歯科検診は歯科医院で受けることができます。
かかりつけ医院がない方は、この歯科検診を機会にかかり
つけ医院を持っておくことはとても大切です。

いつまでもおいしいものを食べ続けるために、歯科検診を
受けて80歳になっても20本以上の歯を残しましょう！
（参考資料：8020推進財団）

歯を失う理由

むし歯
32％

無回答
1％

歯周病
42％

破せつ
（歯の骨折）
11％

矯正
1％

その他
13％

平成29年度　くらしと健康の相談会
借金の返済に困り、生きているのに疲れてしまった・・・

突然、離婚の意向を告げられ、混乱している・・・
　弁護士による失業、家庭問題、多重債務等の法律相談とあわせて、関係機関職員による生活・就業相談、保
健師によるこころの健康などの健康相談をお受けします。

１　月　日　平成２９年
　　　　　　　６月６日、１３日、２０日、２７日
　　　　　　　９月５日、１２日、１９日、２６日
　　　　　　１２月５日、１２日、１９日、２６日
　　　　　　平成３０年
　　　　　　　３月６日、１３日、２０日、２７日

※いずれも火曜日です。
２　時　間　いずれも１０：００〜１２：００、
　　　　　　　　　　１３：３０〜１５：３０

（１件１時間）
３　場　所　長野県佐久合同庁舎
　　　　　　（佐久市跡部６５−１）
４　内　容　弁護士による法律相談、保健師による健康

相談
　　　　　　関係機関による生活・就労相談
５　費　用　無料

６　申込み　事前の予約が必要です。
　　　　　　申込みは佐久保健福祉事務所健康づくり支

援課へ
‥ （電話：０２６７−６３−３１６４）
　　　　　　各相談日の前週金曜日の昼までに申し込ん

でください。
７　その他　※匿名での相談はお受けできません。
　　　　　　※同じ方による同一内容の相談は１回に限

　らせていただきます。
　　　　　　※相談の内容によっては日程の調整をお願

　いすることがあります。

佐久保健福祉事務所　健康づくり支援課 保健師
電　話　０２６７－６３－３１６４（直通）
ＦＡＸ　０２６７－６３－３２２１　　　　
E-mail　sakuho-kenko@pref.nagano.lg.jp



シリーズ
防災 ㉑

もしものときの準備、できていますか？
災害発生時の行動と「そなえ」について、もう一度、家族や職場で話し合ってみましょう。

「もしも」のときにそなえよう!

国民保護情報の発令、どうする？

国 民 保 護 情 報 が 出 た ら

「国民保護情報」とは、日本に対する外部からの武力攻撃、あるいは大規模なテロなどが迫って
いるとき、または、発生したときに関係する地域の方に注意を呼びかけるための情報です。

テレビ・ラジオ・インターネットや防災行政無線から国民保護情報が流れたら
◦直ちに、身の安全を確保する!
◦テレビやラジオをつけて、落ち着いて情報を収集する!

時間がない、そんなとき、どうするの？
　屋内の場合
　　◦ドアや窓を閉める。
　　◦ガス、水道、換気扇を止める。
　　◦ドア、壁、窓ガラスから離れて座る。
　屋外の場合
　　◦丈夫な建物や地下街など屋内に避難する。
　　◦自動車の場合は、道路脇に車両を止める。
　　◦車を置く際には、キーを付けたまま、左側に寄せる。

急な爆発が起こった場合
　◦姿勢を低くし、身の安全を守りましょう。
　◦物が落下している場合は、テーブルの下に身を隠しましょう。
　◦爆発が起こった建物などからは、速やかに離れましょう。

火災が発生した場合
　◦できる限り低い姿勢をとり、急いで建物から出ましょう。
　◦口と鼻をハンカチなどで覆いましょう。

ガレキに閉じ込められた場合
　◦爆発などのおそれがあるため、ライターなどに火をつけないこと。
　◦粉じんなどを吸い込むおそれがあるため、むやみに動き回らない。
　◦動く際には、口と鼻をハンカチなどで覆いましょう。
　◦自分の居場所をまわりに知らせるために、配管などをたたく。
　◦粉じんなどを吸い込むおそれがあるので、大声を上げるのは最後の手段としましょう。
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　5月3日㈬小海町農産物加工直売所において、春の
直売所祭りが開催され、山菜やおやき、お饅頭、惣菜、
お弁当等多数の商品が販売されました。八ッ手峯会の
皆様によるそばの実演販売や、ポップコーン、わたあ
め、豚汁のふるまい等も行われました。天気にも恵ま
れ、町内外から350人を超える皆様にご来場いただき
誠にありがとうございました。今後もイベントの開催
やカフェコーナーでの仕出し弁当の販売を行っていき
ますので、引き続き町民の皆様のご来店をお待ちして
おります。

　町では、新たな特産品を目指して平成23年から｢鞍掛豆｣栽培を推奨しています。
　地元で採れたおいしい鞍掛豆を使って、アイスクリームやソーセージなどの加工食品を作りま
した。小海町農産物加工直売所にて好評発売中です。また、町内の飲食店等で取り扱いを希望さ
れる方は、産業建設課農政係（92−2525）まで、お問合わせください。

春の直売所祭りが開催されました

おいしい鞍掛豆でつくりました

くらかけ豆入りソーセージ
「ジュワッ」と濃厚な旨味のソーセージに、くらかけ
豆の「ポリッ」とした食感と豆の風味が新鮮です。

くらかけ豆入りポークソーセージ
内容量120ｇ　要冷蔵　￥480（税込）
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アニマルネット・ワイヤーメッシュ補助について

2017ウッドカレッジ（チェーンソー基礎実技講習会）のお知らせ

●家庭菜園など小規模な田畑へ設置する
　鳥獣侵入防止のためのネットや電気柵の購入費を補助します

●合計３a以上で複数の方（世帯）が耕作する田畑へ設置する
　鳥獣侵入防止ワイヤーメッシュの原材料を支給します

　ニホンジカなどによる作物への被害防止のため、ネット等侵入防止施設を設置する
場合、資材の購入費に対し補助金を交付します。ネット等侵入防止施設の設置をご検
討中の方はご相談ください。

　 3ａ以上で複数の方（世帯）が耕作する田畑に有害鳥獣被害防止のためのワーヤーメッシュ柵を設置
される場合、所定の条件を満たしていれば原材料を支給します。ワイヤーメッシュ柵の設置を希望され
る方は、事前に産業建設課経済係までご相談ください。

　整備されず、活用されていないままになっている里山
が増えています。
　その反面、薪ストーブの普及などで里山活用の機会も
広がっています。
　小海町で森林整備を進めている森林ボランティア「小
海やすらぎ隊」が、チェーンソーの基礎実技を教えます。
　里山整備やチェーンソーに興味があるけれど、だれに
教えてもらえばいいかわからない！という皆さん。この
機会にチェーンソーの基礎を学びましょう！

日　程　７月から９月まで毎月１回（各３時間程度）を予定
内　容　チェーンソー基礎実技講習（基礎知識、メンテナンス、伐採方法等）
費　用　イベント保険料をご負担いただきます（1,000円程度）

参加ご希望の方は産業建設課経済係（９２－２５２５）までお問い合わせください。

補 助 内 容

申 請 者

申 請 方 法

補助金の交付

資 材 購 入 先

侵入防止ネットや杭などの資材費に対し 1 ／ 2 の額を補助します。ただし 1 世帯当た
り年額 5 万円を限度とします。

小海町内に住所があり、農業に従事している方等が申請できます。

「補助金交付申請書」を産業建設課へ提出してください。

ネット等を設置後、領収書、施工前、後の現場写真を添付し「実績報告書兼請求書」
を産業建設課へ提出してください。
検査後、指定先へ補助金を交付します。

制限はありません。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
隊
員
の
ご
紹
介

はじめまして。
地域おこし協力隊として４月から赴任しました桑原祐紀と申します。
先祖は戦国時代から関東にいました。長野県はなじみのない土地で
したが、親切な皆さんに助けられて感謝しております。
自分の勤め先は直売所です。こちらは新しくリニューアルし、さあ
これからだ！という気持ちでみんな頑張っています。もしまだご利
用でない方は、是非一度いらしてください。カフェもありますので、
美味しいコーヒーを入れてお待ちしております。

はじめまして！
５月より小海町地域おこし協力隊として赴任いたしました菊地千夏
（きくちちか）と申します。函館生まれ、東京の多摩地域育ちです。
自然豊かな地域での暮らしに憧れ、小海町にやって参りました。前
職ではツアーの企画や添乗といった旅行関係の仕事をしていました
ので、その経験を活かし小海町のいいとこ・いいものを発信してい
きたいと思います。見かけたら気軽に声をかけてほしいです！よろ
しくお願いします。

メルヘン街道開通式
4月20日㈭麦草峠で行
われ、小海保育園の年
長さんも参加しました。

第23回 星の郷八ヶ岳野辺山高原
100kmウルトラマラソン

　平成29年5月21日㈰野辺山100kmウル
トラマラソンを開催致しました。当日は晴
天に恵まれ真夏のような暑さの過酷な条件
下で、選手3,172人が小海町を駆け抜けま
した。全種目の完走率も52.7%とランナ
ーにとっては非常に思い出深い大会となり
ました。
　早朝よりご協力いただきました町民の皆
様ありがとうございました。
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小海町交通安全協会 フォトニュース
　小海町交通安全協会では、春の全国交通安全運動に合わ
せ、4月5日㈬～14日㈮の期間に町内 5箇所において、朝に
街頭指導を行いました。
　また、小学校にて 4月14日に「顔合わせ」・21日に「自
転車教室」・28日に児童館の前で、低学年の児童に「横断
歩道の渡り方の訓練」を行いました。
　ここ 5年間の調査によると、歩行中の事故による死傷者
の数は 7歳（小学 1・ 2年生）が最も多くなっています。
保護者の皆様は、再度ご家庭において、交通ルールを一緒
に確認していただき、ドライバーの皆様は、自身の運転を
見直し、通学路ではスピードを落とすなど、交通事故を起
こさないように心がけましょう。

　
　今回、小海町交通安全協会では、春の交通安全運動期間中
に、地域からの要望があった、児童館前の交差点にドライバ
ーの皆様にスピードに気をつけてもらう看板を設置しました。
この看板は、小海町交通安全協会の副会長がデザインを考え、
小海町交通安全協会オリジナルの看板となっています。
　そこで、利用される児童の皆さん・地域のみなさんにより
親しんでいただけるように、小学校において、看板に描かれ
ている男の子・女の子の名前の募集を行いました。　　　
　小学校の玄関にて、児童の皆さんにいろいろな案を提出し
ていただき、最終的に、集まった案の中から、男の子は6年
生の浅野晴さんが考えた、交通安全ルール・スピードをまも
ろうという意味から「まもろう」くん、女の子は1年生の黒
澤ひよりさんが考えた、小海町の海から「うみ」ちゃんに決
定することになりました。たくさんの案を考えていただいた
小海小学校の皆さ
んありがとうござ
いました。
　小海町安協オリ
ジナルということ
で、これから町の
中で、「まもろ

う」くんと「うみ」ちゃんの看板を見ることがあると
思います。そのたび、安心安全な小海町を作るため、
交通安全をまもろうと言う意識を再度持つようにして
行きましょう。

黒澤ひよりさん　浅野晴さん
素敵な名前をありがとうございました
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション

　

町
で
は
生
ご
み
の
減
量
化

の
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
等

の
購
入
の
補
助
を
し
て
い
ま

す
。

　

近
年
、
家
庭
菜
園
や
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
な
ど
で
利
用
す
る

た
め
に
購
入
す
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
処
理
機
は

・
コ
ン
ポ
ス
ト
…
畑
や
庭
な

ど
の
土
を
使
っ
て
使
用
、

微
生
物
の
働
き
で
生
ご
み

を
発
酵
・
分
解
し
ま
す
。

数
か
月
熟
成
さ
せ
て
か
ら

使
用
し
ま
す
。

・
電
動
式
処
理
機
…
さ
ま
ざ

ま
の
メ
ー
カ
ー
が
製
品
を

出
し
て
い
ま
す
。
乾
燥
式

と
バ
イ
オ
式
が
あ
り
ま
す
。

●
補
助
金
額
は

・
購
入
価
格
の
3
分
の
2
、

限
度
額
は
10
万
円
で
す
。

（
コ
ン
ポ
ス
ト
の
限
度
額

は
4
千
円
）

　

是
非
、
町
民
の
皆
様
も
生

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
小
海
町

役
場 

町
民
課 

生
活
環
境
係 

電
話
9
2
ー
2
5
2
5
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

土
地
境
界
紛
争
の
悩
み
は

近
隣
者
同
士
悩
み
を
打
ち
明

け
ら
れ
な
い
場
合
が
潜
在
的

に
多
い
と
推
察
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
表
示
登
記
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
、
土
地
の
専

門
家
で
あ
る
土
地
家
屋
調
査

士
が
悩
み
を
お
聞
き
し
、
適

切
な
対
応
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

実
施
日

　

平
成
29
年
7
月
29
日
㈯

開
催
場
所

佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー　

第
3
会
議
室

相
談
時
間

13
時
30
分
か
ら
16
時
30
分

（
1
件
の
相
談
時
間　

30

分
ま
で
）

　

当
日
は
混
雑
も
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
予
め
ご
予
約
い

た
だ
き
お
越
し
く
だ
さ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

予
約
受
付
窓
口　

長
野
県
土

地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

0
2
6
ー
2
3
2

ー
4
5
6
6

予
約
受
付
時
間　

午
前
9
時

か
ら
午
後
5
時
（
正
午
か
ら

午
後
1
時
を
除
く
）ま
で（
土

日
祝
祭
日
を
除
く
）

家
庭
の
生
ご
み
を

堆
肥
に
し
ま
せ
ん
か

土
地
家
屋
調
査
士
の
行

う
無
料
相
談
会
開
催
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

平成29年度食生活改善推進員養成講座受講者募集
　食生活改善推進員（ヘルスメイト）は、家族や地域の住民に対して食生活の改善を中心とする健康づくりを
働きかけるボランティアです。
　この講座は、食生活をはじめ運動、休養などの健康づくりについての正しい知識と技術を学び、より良い健
康生活を実践し、地域で健康づくりを推進する食生活改善推進員を養成するものです。

【対　　象】佐久地域に在住で、家庭や地域で食生
活を通した健康づくりを推進する食生
活改善推進員として活動していただけ
る方。（性別は問いません）

【日　　時】

　　　　※ 3回以上出席した場合に修了となります。

【会　　場】長野県佐久合同庁舎
（佐久市跡部65－1）

【定　　員】25名（申込み順）
【内　　容】健康づくりに関する講話・調理実習な

ど
【参加費用】無料。ただし、調理実習代等として
	 1,000円程度かかります。
【申込み締切】
　　　　　　 7月18日㈫
【申込み・問合せ】

直接または電話で、
佐久保健福祉事務所
健康づくり支援課
（TEL	0267－63－3163、FAX	0267－
63－3221）へお問い合わせください。

回数

1

2

3

4

日　付

　8　月　1　日㈫

　8　月23日㈬

　9　月13日㈬

10月　6　日㈮

時　　間

　9　時30分〜15時30分

　9　時30分〜15時30分

　9　時30分〜15時30分

　9　時30分〜15時30分
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新 し い 議 会 が ス タ ー ト
新 議 会 構 成 決 ま る

　５月１日、議会改選後の初議会（第２回臨時会）が開催され、議長に有坂辰六氏（大畑）、副議長に
的埜美香子氏（宿渡）がそれぞれ選出されました。また、議会から選出の監査委員には篠原伸男氏（馬
流高根町）が町長から提案され議会の同意を得て選任されました。
　併せて佐久広域連合議員・一部事務組合議員・各審議会委員の選出が行われ、新しい議会構成が決ま
りました。

就
任
あ
い
さ
つ　
議
長　
有
坂
辰
六

　こ
の
度
の
議
会

議
員
の
改
選
に
伴

い
、
臨
時
議
会
に

お
い
て
議
員
の
皆

様
の
ご
支
援
を
頂
き
、
第
三
十
四
代
議

長
の
要
職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
も

と
よ
り
浅
学
菲
才
な
私
で
あ
り
、
こ
の

重
責
に
対
し
て
身
に
余
る
も
の
と
自
覚

を
い
た
す
所
で
は
あ
り
ま
す
が
、
与
え

ら
れ
た
二
年
間
の
任
期
を
地
方
自
治
法

や
条
例
な
ど
を
遵
守
し
、
誠
心
誠
意
そ

し
て
公
平
公
正
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

私
の
持
論
で
あ
り
ま
す
、
議
会
は
小
海

町
の
為
と
小
海
町
の
町
民
の
皆
さ
ん
の

為
に
あ
る
。
と
の
基
軸
を
元
に
議
会
運

営
に
臨
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。
町
政
に

対
し
て
は
、
不
断
に
湧
き
上
が
る
諸
課

題
に
対
し
て
執
行
機
関
と
議
会
が
一
体

と
な
っ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
と

ご
期
待
に
し
っ
か
り
と
応
え
ら
れ
る
議

会
運
営
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
こ
れ

よ
り
は
議
員
各
位
と
新
井
町
長
を
始
め
、

理
事
者
並
び
に
役
場
職
員
の
皆
様
と
共

に
、
町
民
益
を
第
一
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

各 常 任 委 員 会 及 び 議 会 運 営 委 員 会

総
務
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子 育 て 支 援 だ よ り

　5月13日㈯に元気な小海っ子事業
【花植え＆ガーデンフェンス作り】
が行われました。予定していたちび
っこ広場の花植えは雨天の為行うこ
とはできませんでしたが、小海なか
よし児童館にてプランターの花植え
とガーデンフェンス作りを、地域の
方や子育てボランティアの皆さんと
一緒に行いました。

花植え＆ガーデンフェンス作り元気な小海っ子

子育て支援センター事業
★おもちゃランド
・ ₇月₂₅日㈫　₁₀時〜　「水遊び」
・ ₈月₂₄日㈭　₁₀時〜　「どろんこ遊び」
★パパ・ママ　カンガルー広場
・ ₇月 ₆日㈭　₁₀時〜　「クッキング」
★はぐくみサロン
・ ₇月₂₀日㈭　₁₀時〜　「佐久地域の子育て」
・ ₈月₃₁日㈭　₁₀時〜　「イライラの対処法」

次世代育成事業
★元気な小海っ子
・ ₇月 ₈日㈯　 ₉時〜
　「子ども未来館で
　　科学体験をしよう！」
★こども探検隊
・ ₇月₂₂日㈯　 ₉時〜
　「骨の釣り針で魚釣り」

児童館事業
★子ども教室
・ ₇月₁₂日㈬　放課後〜
　「風船バレー」
・ ₈月 ₄日㈮　 ₉時〜
　「夏休みイベント①」
・ ₈月 ₈日㈫　 ₉時〜
　「夏休みイベント②」
・ ₈月₂₃日㈬　放課後〜
　「スライム作り」

７・８月の子育て支援教室
お問い合せ

小海なかよし児童館　９２−２５８０

◆白樺結婚相談　(小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村)
　・ ₇月₁₆日㈰　₁₃時〜₁₆時
　・ ₈月₂₀日㈰　₁₃時〜₁₆時
　　佐久穂町老人福祉センター「こまどり」にて
　　※ご本人でもご家族でも結構です。
◇小海町結婚相談
月〜金曜日の ₈時₃₀分〜₁₉時まで、小海なかよし児童館に
て受付ております。お気軽にご相談ください。

結婚推進事業　～婚活のすすめ～
相談員にお気軽にご相談ください

結婚相談員

井 上 一 郎

松 本 英 一

井出みつ江

北原富美子

菊池富美子

井上　　知

親 沢

本 村

本間上

東馬流

二タ小池

大 畑

ありがとうございました

子育てほっと情報子育てほっと情報
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子育てフェスタ２９

　小学校入学前の親子を対象とした「子育てフェスタ29」を今年も開催します。
　親子で自由に遊べる場、いろいろな人と出会える場、育児情報の交換や相談の場として皆さんに活用し
ていただきたいと思います。

●現況届堤出について
　児童手当現況届申請用紙を5月下旬に送付し
ました。
　6月1日現在の状況を記載のうえ、注意事項
を読んで、添付書類と一緒に6月30日㈮までに
小海なかよし児童館又は役場窓口に堤出して下
さい。記載事項や、添付書類の漏れにご注意く
ださい。

※現況届けが提出されませんと、６月以降の児
童手当が支給されません。

ご不明な点がございましたら
小海なかよし児童館　TEL92−2580までお問
合わせください。

子育てほっと情報子育てほっと情報

開催日時：6月25日㈰　午前９時～　場所：小海なかよし児童館

町の子育て支援サービスの使
い方、子育て相談、ちょっと
した事でも相談に乗ります。

生活の中にあるいろんなことを面
白おかしく喜劇に変えて、みんな
に届けることが彼の生きがいです。
【笑いこそ、人類最高の宝】とい
う哲学のもと、日々笑顔づくりを
実践しているのです。ではいった
い何をするのでしょうか？それは
見てのお楽しみ…。

安心、安全な小麦粉ねんどで
す。親子で楽しく遊びましょ
う！

地域の方が作ってくれる美味
しいおやつを用意しています。
味見してみませんか？

自由にご覧いただき、利用したいものが見
つかりましたら職員にお声掛けください。

子育てなんでも相談 こねこね♪小麦粉ねんど ちょこっとおやつ

子育てリサイクル

ベビー用品・子供服など家庭で眠っている
ものはありませんか？使える物は再利用し
ましょう。ご協力お願いします。
●事前持込：6月19日㈪～6月23日㈮
●持込場所：小海なかよし児童館
※再利用できない物は、持ち帰っていた
だくこともあります。

●89（ぱく）ちゃんのお楽しみ♪劇場
思わず笑顔になっちゃうパフォーマンスを
一緒に見て楽しもう!!

愉
快
な
８
９
ち
ゃ
ん

小海保育園

年長児（さくら組・ゆり組）
民生委員の方々と畑作りを行いました。
お手伝いありがとうございました。

入園から2ケ月経ち、園生活にも慣れてきた子
ども達。毎日元気いっぱいに遊んでいます♪
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〜理念〜　誰もが皆、自分らしく生きる為に、支え合う地域づくりを目指します。

やすらぎ園だより
No.154

H29年度 小海町ボランティア連絡協議会　登録団体紹介

その他、町内には個人ボランティアさんもいらっしゃいます。
興味のある方は、小海町社会福祉協議会　℡92−4107 までご連絡下さい。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

ボランティア　根っ子の会

小海町食生活改善推進協議会

小海町更生保護女性会

さくら会

花を愛する会

やすらぎ園ボランティア

朗読ボランティア

小海そば打ちクラブ八ッ手峯会

傾聴ボランティア

つながり隊

子育てサポート

更紗どう暖の会

八峰村

小海おはなし本舗

朝霧会

小海そばまんじゅうの会

グループ名

平林みち子

井 出 時 子

鷹 野 智 恵

鷹野千代恵

井 出 雄 二

斉 藤 淑 子

井 出 多 可

新 井 松 夫

関 ■ 次 郎

中 尾 博 人

山 下 良 一

菊 池 多 吉

渡 辺 ■ 均

菊 原 修 一

米 本 玲 子

井 出 邦 子

社協への協力
（行事への参加・バザー他）

健康学習や調理実習
食のボランティア

保護観察活動の援助・地域社会浄化活動（駅周
辺清掃）・更生、保護思想の宣伝・子育て支援　他

社協への協力・美ノ輪荘ヘの協力
（行事への参加・バザー他）

社協への協力
（花壇造り・草取・菊の配布活動）

デイサービスへの協力

読み聞かせの出張・テープの貸出
児童館での活動

町・社協行事への参加
そば打ち教室開催・指導

老人宅、老人福祉施設での傾聴活動

住民同士の支え合い活動

小海町に暮らす全子供たちに対し、
見守り、学習支援、児童館サポートを行う

男性の力を発揮する支援、他のボランティア
グループの手伝い

自然に恵まれた資源を発掘し活用しながらの、
地域おこし

小海町に伝わる昔話や伝説を後世に伝える紙
芝居の作成及び読み聞かせ

病院祭人形劇上映、障がい者施設夏祭り手伝
い、保育園人形劇上映

障がい者施設夏祭り手伝い
健康福祉祭りの協力

代表者 活　動　内　容

4

10

3

26

38

6

8

5

2

男
性

19

18

54

8

13

10

7

8

9

15

21

1

14

6

23

6

女
性

19

18

54

8

17

10

7

18

12

41

59

7

22

11

25

6

合
計
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　小海町社会福祉協議会では昭和63年より高齢の独り暮らしの方、高齢者世帯の方で食事作り
や買い物が困難になっている方を対象に、月に1回無料の食事サービスを行ってきました。時代
と共にサービスの形を変え、昨年度までは1軒1軒ボランティアさんが配達をしながら顔を見て
お話をしてきていましたが、今年度からは「やす
らぎ園」での会食型にして、家に閉じこもり気味
な高齢者に出掛けていただき、孤独感を解消し、
地域の人と交流しながら食事をするサービスに変
わりました。人との交流、社会参加するという事
は介護予防、認知症予防につながり、住み慣れた
地域でいきいきと暮らすためにはとても重要なこ
とです。
　また困り事の相談、老人福祉センターでの入浴
も出来ます。食事サービスに合わせ店舗に出店していただき、ちょっとした買い物もやすらぎ園
内でできるようになりましたので、買い物で苦労している方には少しはお役に立てるのではない
でしょうか。

対象者：75歳以上の独り暮らしの人・80歳以上の高齢者世帯
　　　　☆買い物や食事作りが困難になっている人
　　　　☆家に閉じこもりがちで人との交流が少ない人
　　　　☆同居者が若年者でも障がい等がある世帯　など

　このサービスは会場の都合もあり、町内を川
東、川西に分け、年６回ずつ行います。
　申込みが必要です。

詳しいお問い合わせは
　　小海町社会福祉協議会
　　☎９２－４１０７　まで

社協の食事サービスが変わりました!

配食型　➡　会食型
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ラ
科
さ
く
ら
亜
属
で
、
春
に
は
白

色
や
淡
紅
色
か
ら
濃
紅
色
の
花
を

咲
か
せ
る
（
桜
色
）。
平
安
時
代

よ
り
桜
は
花
の
代
名
詞
の
よ
う
に

な
り
、
秀
吉
の
〈
醍
醐
の
花
見
〉

以
降
花
見
と
い
え
ば
桜
花
で
、
春

の
花
の
中
で
は
特
別
な
地
位
に
あ

る
。
こ
う
し
て
サ
ク
ラ
は
日
本
人

に
非
常
に
親
し
ま
れ
、
品
種
改
良

も
多
く
行
わ
れ
六
百
種
以
上
の
品

種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
染
井
吉

野
は
そ
の
代
表
種
で
あ
る
。「
世

の
中
に　
た
え
て
桜
の　
な
か
り

せ
ば　
春
の
心
は　
の
ど
け
か
ら

ま
し
」（
古
今
集　

在
原
業
平
）

と
散
り
急
ぐ
桜
花
に
心
騒
が
せ
て

い
る
様
子
を
詠
っ
て
い
る
。
古
来

か
ら
日
本
人
が
桜
花
に
心
を
寄
せ

て
き
た
の
は
純
潔
、
可
憐
、
儚
さ

を
感
じ
さ
せ
る
容
姿
の
美
し
さ
で

あ
り
、
短
命
の
美
し
さ
や
散
り
際

の
良
さ
を
感
じ
さ
れ
る
か
ら
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
日
本
人
が
愛
し
て

や
ま
な
い
桜
、
そ
の
花
の
優
し
い

色
を
染
め
出
す
と
い
う
願
望
は
多

く
の
染
人
が
も
っ
て
、
そ
の
樹
皮

・
心
材
、
小
枝
、
若
葉
・
紅
葉
な

ど
の
部
位
で
染
色
に
挑
戦
し
て
き

ま
し
た
。
私
も
「
染
め
ご
よ
み

�
」
で
桜
皮
染
め
を
述
べ
ま
し
た

が
、
そ
の
桜
花
の
儚
い
ピ
ン
ク
色

を
映
し
出
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
数
年
前
か
ら
サ
ク
ラ
の

花
を
咲
か
せ
る
前
の
小
枝
を
大
量

に
煮
出
し
、
雑
味
を
取
り
除
き
な

が
ら
二
〜
三
週
間
熟
成
さ
せ
て
ピ

ン
ク
色
の
染
液
を
作
り
出
す
方
法

を
知
り
ま
し
た
が
、
花
の
蕾
の
枝

を
刈
り
取
る
な
ど
は
、
植
物
の
命

の
色
を
頂
く
草
木
染
に
は
余
り
に

も
馴
染
ま
な
い
方
法
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
私
が
桜
色
を
染
め
よ

う
と
し
た
切
っ
掛
け
は
、
今
年
東

京
の
川
沿
い
の
桜
並
木
が
、
四
月

の
春
の
嵐
に
よ
っ
て
桜
花
の
多
く

を
散
ら
し
、
大
量
の
花
の
萼
片
を

積
も
ら
し
た
事
で
す
。
ふ
と
、
こ

の
花
の
名
残
り
を
染
め
て
み
よ
う

と
考
え
、
箒
で
掃
き
寄
せ
て
袋
一

杯
を
集
め
ま
し
た
。
水
か
ら
煮
出

し
て
、
沸
騰
後
三
十
分
煎
じ
る
と

濃
い
赤
色
の
液
が
取
れ
ま
し
た
。

生
地
を
浸
し
て
三
十
分
、
生
地
は

赤
茶
味
に
染
ま
り
、
や
は
り
ダ
メ

か
と
期
待
せ
ず
に
一
枚
は
ア
ル
ミ

媒
染
に
、
も
う
一
枚
は
酢
酸
液
に

入
れ
ま
し
た
。
ア
ル
ミ
で
は
若
草

色
に
、
酢
酸
液
で
は
見
事
に
桜
色

（
ピ
ン
ク
色
）
に
発
色
。
念
願
の

桜
染
が
こ
ん
な
簡
単
に
、
ゴ
ミ
と

し
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
花

の
後
の
も
の
に
秘
め
ら
れ
て
い
た

と
は
…
。
ま
た
、
草
木
染
の
深
さ

に
触
れ
た
思
い
で
し
た
。

この広報紙は環境にやさしいインキを使用しています。

小海の植物小海の植物

染めごよみ �
文・写真／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター

フォトニュース

　5月7日に開催された少年球技大会、スーパーホッケーで優勝し
た第6分館Ａチーム

　梅雨の季節を前に図書館の窓にかえると雨だれの飾りつけが
されました

　

美
術
館
で
は
、

開
館
二
十
周
年
記

念
展
覧
会
第
二
弾

と
し
て
七
月
一
日

か
ら
「
ア
ー
ト
・

ラ
リ
ー
：
Ｋ
Ｏ
Ｕ

Ｍ
Ｉ
」
を
開
催
し
ま
す
。「
ラ

リ
ー
」
に
は
、
十
年
前
に
町
内

で
同
様
の
滞
在
制
作
に
よ
る
展

覧
会
を
行
っ
た
三
名
が
再
び
集

ま
り
当
時
の
意
欲
を
継
続
し
制

作
す
る
こ
と
、
美
術
館
の
み
な

ら
ず
町
内
の

様
々
な
ポ
イ

ン
ト
を
巡
る

作
品
が
あ
る

こ
と
、
世
界

を
巡
る
ア
ー

ト
で
あ
る
こ

と
等
の
意
味

が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

展
覧
会
準
備

の
た
め
、
六

月
中
旬
か
ら

半
月
間
ア
メ

リ
カ
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
六
名
と

助
手
一
名
が

松
原
別
荘
に
滞
在
し
、
町
民
の

皆
様
と
交
流
し
、
小
海
町
な
ら

で
は
の
作
品
を
制
作
し
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
在
住
で
元
大
学
教

授
の
ビ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
さ
ん

は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
て
町
の
地

図
に
投
影
し
た
星
座
に
沿
っ
て

実
際
に
町
を
歩
き
、
場
所
や
出

会
っ
た
方
を
取
材
し
、
作
品
を

制
作
す
る
予
定
で
す
。
町
で
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
出
会
っ
た
ら
気

軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

桜　
染

　
サ
ク
ラ
は
日
本
文
化
に
馴
染
み

深
い
植
物
で
あ
る
。
サ
ク
ラ
は
バ

海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

　
　
　町
内
で
制
作
を
行
い
ま
す
！




